
当初の事業目的から公園事業用地に変更した事例

●根拠条項:公拡法第9条第1項第1号
●先行取得者:東京都足立区

[従前写真] [現況写真]

経緯
・当初、鉄道事業を円滑に進めるための代替地として取得
・鉄道事業の用地取得が完了し、代替地に供されることがなくなったため、公園事
業用地に用途を変更

別添１
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当初の事業目的から消防出張所用地に変更した事例

●根拠条項:公拡法第9条第1項第2号
●先行取得者:東京都稲城市

[現況写真][従前写真]

経緯
・当初、都市計画道路事業用地として取得
・当該地を含んだ周辺地区において、土地区画整理組合の設立認可
・公共用地（道路、公園など）は、全ての権利者から公平な減歩により確保され、都市計画
道路事業用地は別の位置に換地された。

・都市計画道路事業用地に供される見込みがなくなったため、消防出張所用地に用途を変更

別添１
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当初の事業目的から福祉施設用地として民間売却した事例

●根拠条項:公拡法第9条第1項第2号
●先行取得者及び処分先:茂原市土地開発公社（千葉県）→民間事業者

[現況写真]

経緯
・当初、土地開発公社が土地区画整理事業の代替地として取得
・土地区画整理事業が完了し、代替地に供される見込みがなくなった。
・市は当該地を土地開発公社から取得し、福祉施設用地として民間事業者へ売却

別の角度からの写真をお願いします。

別添１
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当初の事業目的から住宅用地として民間売却した事例

●根拠条項:公拡法第9条第1項第3号（同法施行令第5条第1項第3号）
●先行取得者及び処分先:相模原市土地開発公社（神奈川県）→民間事業者

[現況写真][従前写真]

経緯
・当初、土地開発公社が道路事業を円滑に進めるための代替地として取得
・道路事業の用地取得が完了し、代替地に供される見込みがなくなったため、住宅
用地として民間事業者へ売却
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当初の事業目的から住宅用地として民間売却した事例

●根拠条項:公拡法第9条第1項第3号（同法施行令第5条第1項第3号）
●先行取得者及び処分先:岐阜県大垣市→民間事業者

[現況写真][従前写真]

経緯
・当初、公園事業を円滑に進めるための代替地として取得
・公園事業が完了し、代替地に供される見込みがなくなったため、住宅用地として
民間事業者へ売却
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当初の事業目的から住宅用地として民間売却した事例

●根拠条項:公拡法第9条第1項第3号（同法施行令第5条第1項第3号）
●先行取得者及び処分先:愛知県日進市→個人

[現況写真][従前写真]

経緯
・当初、都市計画道路事業を円滑に進めるための代替地として取得
・都市計画道路事業が完了し、代替地に供される見込みがなくなったため、住宅用
地として個人へ売却
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当初の事業目的から住宅用地として民間売却した事例

●根拠条項:公拡法第9条第1項第3号（同法施行令第5条第1項第3号）
●先行取得者及び処分先:交野市土地開発公社（大阪府）→民間事業者

[現況写真][従前写真]

経緯
・当初、土地開発公社が道路事業用地として取得
・道路事業用地として、市が土地開発公社から買取りを行ったが、事業計画が廃止
されたため、住宅用地として民間事業者へ売却

別添１
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都市再生整備計画による事業に供した事例

道路拡幅

別添１

●根拠条項:公拡法第9条第1項第4号イ（都市再生特別措置法第46条第2項第2号イ）
●先行取得者及び処分先：氷見市土地開発公社（富山県）→氷見市

経緯
・県が実施する道路事業の代替地として、土地開発公社が取得

・道路事業の代替地としての利用に供される見込みがなくなったため、未利用地有効活用検

討委員会（別添２参照）に諮り、ポケットパークの一部として利用することを決定

・市が土地開発公社から買取り、都市再生整備計画の事業に位置付けて、ポケットパークと

して整備

※当該地は道路事業の
買収後の残地で、先買い
する際は、更地であった。

先買い土地
先買い土地

［従前写真］ ［現況写真］
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経緯
・当初、土地開発公社が道路事業用地のための代替地として取得
・道路事業の用地取得が完了し、代替地に供される見込みがなくなった。
・川崎市が地域再生計画の認定を受けたのち、川崎市が土地開発公社より土地を取得
・地域再生計画の活用により、川崎市臨海部の産業再生・活性化に資する事業者（工場・研究所等）を
対象に公募等を実施して貸付

認定地域再生計画の概要
●名称
「川崎市企業誘致・産業立地促進計画」

●認定地域再生計画の区域
川崎市の全域

●目的
ものづくりに資する先端技術を有する企業や高度な研
究開発機関等の誘致、既存企業の活性化を推進する。

●先買い土地の面積：56,949.32㎡
先買い土地は民間事業者へ貸付

●根拠条項：公拡法第9条第1項第4号ロの事業
●先行取得者及び処分先：川崎市土地開発公社（神奈川県）→川崎市

[現況写真]

認定地域再生計画による事業に供した事例別添１

9



っちとち

認定地域再生計画による事業に供した事例

●根拠条項：公拡法第9条第1項第4号ロの事業
●先行取得者及び処分先：三浦市土地開発公社（神奈川県）→個人

認定地域再生計画の概要
●名称
「農地の活用促進による農業環境整備計画」

●認定地域再生計画の区域
三浦市の全域

●目標
基幹産業の農業については、今後も優良な農地を維持しつつ、
健全な発展が求められることから、営農意欲が旺盛な農家によ
る地域活力の向上に繋がる農業環境整備を行う。

●先買い土地の面積：13,067.28㎡
先買い土地は取得希望する農家へ売却

経緯
・当初、土地開発公社が公園整備事業代替用地、研究施設用地、
道路用地等として取得

・事業計画の中止や財政事情の悪化等により、活用見込みがな
くなった。

・地域再生計画の活用により、土地開発公社が農家に先買い土
地を売却

[土地の点在]

別添１
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認定地域再生計画による事業に供した事例

認定地域再生計画の概要
●名称
「尾張西部拠点形成計画」
●認定地域再生計画の区域
愛知県稲沢市の区域の一部

●目標
対象土地の商業・業務系の施設立地が呼び水となって、
既存商業施設と相乗的な効果を発揮し、生活拠点とし
ての機能をさらに高める。

●先買い土地の面積：23,205㎡
先買い土地は民間事業者へ売却

●根拠条項：公拡法第9条第1項第4号ロの事業
●先行取得者及び処分先：愛知県土地開発公社→民間事業者

しょあし

経緯
・当初、土地開発公社が土地区画整理事業区域の公共公益施設用地として取得
・公共公益施設の立地について、全庁的に検討したが、具体化できなかった。
・地域再生計画の活用により、民間事業者へ売却

土地区画整理事業区域図

当該用地

［現況写真］

※現在は、商業施設が立地

別添１
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認定地域再生計画による事業に供した事例

経緯
・当初、滋賀県及び同県土地開発公社が「琵琶湖リゾートネックレス構想」に基づき緑地、公園事業用地
として取得

・バブル崩壊等の社会経済情勢の変化により、リゾート整備を進める状況にないことから、同構想を廃止
・地域再生計画の活用により、竜王岡屋工業団地造成事業として民間事業者へ売却

認定地域再生計画の概要
●名称
「産業集積推進計画～雇用と活力を創出する産業集積の実現～」
●認定地域再生計画の区域
滋賀県蒲生郡竜王町の全域

●目標
広域的な交通結節拠点である名神高速道路竜王ＩＣを活かした
地域産業の高度化、産業集積の拡大を図るため、自動車産業及
びその関連業種等の企業誘致を行う。

●先買い土地の面積：332,462㎡
先買い土地は民間事業者へ売却

●根拠条項：公拡法第9条第1項第4号ロの事業
●先行取得者及び処分先：滋賀県及び同県土地開発公社→民間事業者

別添１
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経緯
・当初、区画整理事業区域の公共公益施設用地として取得し、後に新庁舎候補地として位置付け
・財政状況や市民・議会の合意形成などの事情から新庁舎用地としての利活用が困難
・地域再生計画の活用により、民間事業者の公募

認定地域再生計画の概要
●名称
「周辺環境調和型『亜熱帯庭園都市』による地域活力の再
生」

●目標（整備プログラム）
情報通信関連業務機能の誘致、商業施設・店舗の整備、住宅
環境の整備、対話型まちづくりによる諸施設の整備、地域や
来街者に開かれた公開空地及び交流機能の整備

●先買い土地の面積：22,097.00㎡
先買い土地は民間事業者へ売却

●根拠条項：公拡法第9条第1項第4号ロの事業
●先行取得者及び処分先：沖縄県那覇市→民間事業者

[現況写真]

認定地域再生計画による事業に供した事例別添１
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認定地域再生計画による事業に供した事例

経緯
・当初、土地区画整理事業区域の小学校用地として取得
・少子化傾向により学校建設の必要性を見直し、雇用機会の
創出、地域経済の活性化等のために企業誘致を検討

・地域再生計画の活用により、民間事業者へ売却

認定地域再生計画の概要
●名称
「企業誘致による新規雇用の創出・地域経済の活性化計画」

●認定地域再生計画の区域
浦添市の全域

●目標
地域経済の活性化や雇用創出事業等として食品、衣料、雑貨、
外食等を主体とする総合小売店舗の立地

●先買い土地の面積：24,818.46㎡
先買い土地は民間事業者へ売却

●根拠条項：公拡法第9条第1項第4号ロの事業
●先行取得者及び処分先：沖縄県浦添市→民間事業者

別添１
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暫定利用している事例➀

●宮城県仙台市
都市計画道路事業の用地として取得した

が、地元町内会の要望を踏まえ、事業着手ま
での間、防災倉庫敷地として利用

●坂戸市土地開発公社（埼玉県）
都市計画道路事業の用地として取得したが、
事業着手までの間、駐輪場として利用

●草加市土地開発公社（埼玉県）
都市計画道路事業の用地及び代替地として取得

したが、地元町内会の要望を踏まえ、事業着手まで
の間、グラウンドゴルフ場として利用

●富士見市土地開発公社（埼玉県）
都市計画道路事業の代替地として取得した
が、代替地に供される見込みがないため、土
地区画整理事務所として利用

別添１
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暫定利用している事例②

●ふじみ野市土地開発公社（埼玉県）
都市計画道路事業の代替地として取得し

たが、代替地に供される見込みがないため、
駐車場として利用

●東京都東村山市
都市計画道路事業の用地として取得した

が、事業着手までの間、放置自転車の保管場
所として利用

別添１

●東京都品川区
防災広場用地として取得したが、周辺の木造住宅

密集地区の改善を検討しており、事業着手までの間、
広場として利用

●川崎市土地開発公社（神奈川県）
都市計画道路事業の用地として取得した
が、事業着手までの間、保育所施設として暫
定利用
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暫定利用している事例③

●静岡県沼津市
都市計画道路事業の代替地として取得し

たが、代替地に供される見込みがないため、
市の資材置き場として利用

別添１

●岐阜県多治見市
道路事業の代替地として取得したが、代替

地に供される見込みがないため、公園として
利用

●愛知県名古屋市
都市計画道路事業の用地として取得したが、地

元の地域団体から要望を踏まえ、事業着手までの
間、学童保育所として利用

●愛知県瀬戸市
都市計画道路事業の用地として取得した

が、事業着手までの間、市が実施するイベント
会場として利用
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暫定利用している事例④

●愛知県一宮市
国体のテニス場の駐車場用地として取得し、

国体開催後に、多目的広場（グラウンドゴルフ、
ゲートボール等）として利用

●京都府長岡京市
都市計画道路事業の用地として取得した

が、事業着手までの間、イベント時の駐車場と
して利用

別添１

●佐賀県白石町
多目的広場整備事業用地として取得したが、計

画が中止となったため、地元商店街組合からの要望
を踏まえ、地域活性化・地域防災拠点施設用地とし
て利用

●兵庫県上郡町
維持管理費の削減を

目的に先買い土地の草
刈り等を地元自治会に
行ってもらい、無償で使用
することができる土地管
理委託契約を締結
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